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1 紹介
$F$ を剰余標数が 2でない非アルキメデス的局所体と $\llcorner,$ $G$ を $F$上の古典群とせよ.

Morris-宮内 $[10, 8]$ によって, $G$の既約スムース表現はある fundamental C-stratum
を含むことが示された. この fundamental $C$-stratum は, Morris による $C$-chain と

よばれる 2 つの lattice chainのある組によって定義される $G$のフィルトレーション

部分群によって与えられる. この $C$-chain は, Bushnell-Kutzko [5], Stevens [13] の自
己双対 lattice sequenceの特別なものである. さらに, その fundamental C-stratum
は Moy-Prasad $[11, 12]$ の unrefined minimal $\mathrm{K}$-type の特別なものでもある.
ここに, [6] によって, $G$ の既約スムース表現が正のレベルの fundamental $\mathrm{t}^{\neg},-$

stratum を含むならぱ, $G$ の簡約部分群 $G^{1}$ の本質的にある自己双対 lattice chain
によって定義されるフィルトレーション部分群によって与えられる fundamental

$C- \mathrm{s}\mathrm{t}\mathrm{r}\mathrm{a}\mathrm{t}\iota \mathrm{l}\mathrm{m}$を含むことを証明できたことを予報する. ここでは筒単のため $G$ は $F$

上 splitする古典群に制限して話を進める. この古典群に関する結果は $GL_{n}$ に関す
る類似の結果 [4] に非常に近いことを示している.
尚, 補題 48 は, 講演に対する宮内氏による誤りの指摘をもとに訂正されたもの

である. ここに宮内氏に深く感謝の意を表します.

2Lattice sequence
を非アルキメデス的局所体, そして $\omega$ を $F$ 上の正規離散的付値とする. $\theta=$

$\{x\in F|\omega(x)\geq 0\},$ $\mathscr{P}=\{x\in F|\omega(x)\geq 1\}$ , そして $\varpi$ を $F$ のある素元とする.
$\overline{F}=\theta/P$ は奇素数の標数をもつ $F$ の剰余体と仮定する.

$V$ を $F$ 上の $N$ 次元ベクトル空間とし, $n_{l}$ を 2 以上のある整数とする. $f$ : $V\mathrm{x}$

$Varrow F$ をある非退化歪対称または対称双線形形式とする. $V$ の $F$-基底を $\mathcal{E}=$

{ $e_{-n},$ $\cdots,$ $e_{-1},$ $e_{1},$ $\cdots$ ,ら} または $\mathcal{E}=\{e_{-n}, \cdots,e_{-1}, e_{0},e_{1}, \cdots,e_{n}\}$ と -r る. 今後,
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この基底の順番を固定する.

$J=(f(e_{i}, e_{j}))_{-n\leq i,j\leq n}$

とおく. すると $N=2n$ または $N=2n+1$ であり, $V_{0}=Fe_{0}$ は $(V,f)$ の非等方的
部分空間である. $V_{0}=Fe_{0}$ は $V$ の非等方的部分空間である.

$G=\mathrm{I}\mathrm{s}(V,f)=\{g\in \mathrm{A}\mathrm{u}\mathrm{t}_{F}(V)|f(gv, gw)=f(v,w)(v,w\in V)\}$

そして
$G^{0}=\{g\in G|\det(g)=1\}$

とする. $A=\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(V)$ を V\vdash ..の $F$-準同型からなる環とし, $A$上の (歪) 対合 $\sigma$ を

$\sigma(X)=J^{-1}.{}^{t}\lambda’.J(X\in A)$

で定義する, ここで, ${}^{t}X$ は $X$ の転置行列を表わす. $G$ の Lie環 $\mathfrak{g}$ は

$\mathfrak{g}=\{X\in \mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(V)|X+\sigma(X)=0\}-$

で与えられる. $Z$ を $G^{0}$ の対角行列からなる極大 $F$-分裂トーラスとする:

$Z=\{g\in G|ge:\in F^{\mathrm{x}}\mathfrak{g}. (i\in I), ge_{0}.=e\mathrm{o}\}$ ,

ここで, $I=\{\pm 1, \cdots, \pm n\}$ とする. $Z$ のその元 $g$ は $g=\mathrm{D}\mathrm{i}\mathrm{a}\mathrm{g}(g_{-n}, \cdots,g_{n})$ と表わ

せる. $Z$ の Lie環 $f$ は

$3=\{\mathrm{D}\mathrm{i}\mathrm{a}\mathrm{g}(t_{-n}, \cdots, t_{n})|t_{i}\in F, t_{:}+t_{-i}=0(i\in\tilde{I})\}$

で与えられる.
[5], 2章の定義に従って, $V$ における lattice sequence とは, ある関数 $\mathrm{A}:\mathbb{Z}arrow\{V$

の ff-lattice} で次の性質を満たすものである.

(1) $\Lambda(k)\supset\Lambda(k+1)(k\in \mathbb{Z})$

(2) $P\Lambda(k)=\Lambda(k+e)(k\in \mathbb{Z})$ を満たす自然数 $e$

. が存在する.

この自然数 $e$ を A の周期とよび, $e=e(\Lambda)$ と書く. とくに, (1) において $\Lambda(k)\supsetneq$

$\Lambda(k+1)(k.\in \mathbb{Z})$ となるとき, A を strict とよぶ. これはまた $V$ における lattice
chain とよぼれる. 一般の A に対して, $L_{\Lambda}=\{\Lambda(k)|k\in \mathbb{Z}\}$ を A の下の lattice
chain とよぶ.

$V$ におけるある lattice sequence A と $u\in \mathbb{Z}$ に対して, $A=\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(V)$ の \acute -部分

加群を
$a_{u}(\Lambda)=\{x\in \mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(V)|x\Lambda(k)\subset\Lambda(k+u)(k\in \mathbb{Z})\}$
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で定義する. $V$ の Iattice $L$ の $^{\backslash }$-市 lal を

$L^{\#}=\{x\in V|f(x, L)\underline{\mathrm{C}}tJ^{\urcorner}\}$
’

で定義する. [13], 2章における定義に従って, Iattice seq $\iota\iota \mathrm{e}\mathrm{n}\mathrm{c}.\mathrm{e}$, A が自己双対とは,

$\Lambda(-k)\#=\Lambda(k+d)(k\in \mathbb{Z})$

を満たす整数 $d$が存在するときとする. Aが自己双対ならば, $\sigma(a_{u}(\Lambda))--a_{u}(\Lambda)(\mathrm{c}\iota\in$

句が成り立つ. そこで, A に付随した $\mathfrak{g}$ 上のフィルトレーションを

$\mathfrak{g}_{\Lambda,i}=a_{i}(\Lambda)\cap \mathfrak{g}(i\in \mathbb{Z})$

で定義できる.
[10] における $\mathfrak{g}$ 上の Morris によるフィルトレーションの定義を思い起こす. $V$ に

おけろ 2 つの lattice chain $\mathcal{L},$ $\mathcal{M}$ で $\mathcal{L}=\mathcal{M}\#=\{M\#|M\in \mathcal{M}\}$ を満たすものに
関して, $(\mathcal{L}, \mathcal{M})$ が $C$-chain とは, lattice chain $\mathcal{L}$ と $\mathcal{M}$ が

$\mathcal{L}\cup \mathcal{M}:...arrow\supset M_{i}\supset L_{j}..\underline{\supset}.M_{i+1}\supset L_{i+1}\supsetarrow\cdots$

となるように $\mathcal{L}--\{L_{i}\}_{i\in}\mathrm{z},$ $\mathcal{M}=\{\Lambda f_{j}.\}_{j\in \mathrm{Z}}$. と番号づけできる. このような $\zeta^{\mathrm{Y}},- \mathrm{c}.\mathrm{I}1\mathrm{a}\dot{1}\mathrm{I}1$

$(\mathcal{L}, \mathcal{M})$ に対して,

$\Lambda(2i,)=M_{i},$ $\Lambda(^{\underline{y}}‘ i-\vdash 1)$ – $I_{j},.(i\in \mathbb{Z})$

とおく. すると $\mathcal{L}\cup \mathcal{M}$ は自己双対 lattice s明 nence A であり, ‘,1(\Lambda ) $\cdot-$$-2e(\mathcal{L})$ となる
ことを [7] で見た. このとき, $\mathrm{A}=(\mathcal{L}, \mathcal{M})$ とかく.

3Fundamental C-stratum
$\psi_{F}$ を $\mathrm{f}i011\mathrm{d}\mathrm{u}\mathrm{c}.\mathrm{t}_{1}\mathrm{o}\mathrm{r}$ が’である加法群 $F$のある連続指標とし, これを固定する. $V$

におけるある lattice sequence A に付随して, $G$ の開コンパクト部分群を次のよう
に定義する:

$\hat{P}_{\Lambda}--a_{0}(\Lambda)\cap G=P_{\Lambda,0}$ ,
$P_{\Lambda,:}=(1+a_{\mathrm{t}}(\Lambda))\cap G(i\geq 1)$ .

さらに, $P_{\Lambda}^{()}$ を $P_{\Lambda,1}\subset P_{\Lambda}^{0}\subset\hat{P}_{\Lambda}$を満たし, 商 $P_{\Lambda}^{0}/P_{\Lambda,1}$ がある連結簡約 –F-代数群の –F-
有理点の群に同型であるような $G$ の開コンバクト部分群とする.
ある自然数 $i$ に対して, Abel群の同型

g\Lambda ,-:/g\Lambda ,l-i\simeq (I^,i/I\Lambda ,朴 1)4,
$b+$ 佳 $\Lambda,1-:\mapsto\psi_{b}$
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を得る $(\mathrm{e}\mathrm{f}. [7])$ , ここで $\ovalbox{\tt\small REJECT}\wedge(P)$ $\ovalbox{\tt\small REJECT}\psi_{F}(\mathrm{t}\mathrm{r}(b(p-1))(\mathrm{P}\mathrm{C}/’ \mathrm{A},\mathrm{j}\ovalbox{\tt\small REJECT}$ 以下 [7] の定義を思い
起こす

定義 1. $V$ におけるある lattice sequence A と非負整数 $n\#^{\vee}$.対して, 3組 $(\Lambda, 77,, \psi)$ が

$|\mathrm{s}t,rat,u\uparrow n$ とは,

(1) $n>0$ のとき, ある $b\in \mathfrak{g}_{\Lambda,-n}/\emptyset\Lambda,1$ -,, #こ対して, $\psi=\uparrow \mathit{1}^{f}b$ , または

(2) $r|$. $=0$ のとき, $\psi$ が $P_{\Lambda}^{0}/P_{\Lambda,1}$ のある既約表現

を満たすときとする. また, とくに $\mathrm{A}=(\mathcal{L},\mathcal{M})$ が $C$-chain であり, か $’\supset n$ が偶数
のとき, そのような 3 組 $(\Lambda,n,, \psi)$ を $CJ$-straturn とよぶ. $n/e(\Lambda)$ をその stratum $\mathit{0}$)

レベルとよぶ.

定義 2. あろ straturn $(\Lambda, n, \psi)$ が fimdamental とは,

(1) $77,$ $>0$ のとき, $\tau\int$’=\psi ゎかつ $b+a_{1-,\iota}(\Lambda)$ が巾零元を含まない, または

(2) $n_{l}--0$ のとき, $\psi$ が $P_{\Lambda}^{0}/P_{\Lambda,1}$ のある既約 cuspidal表現

を満たすときとする.

定珊 3.1. ( $hIorr\cdot\prime j,s$-宮内 (cf. $f7/)$)
$G$ のある既約スムース表現はある $f^{l}undam,ent,alC^{\gamma},-_{\mathrm{t}}\mathrm{s}trat’n\uparrow n$を含む.

4 フイルトレーション

4.1 Moy-Prasadフイルトレーション

』$(G^{0}, F)$ を $G^{0}$ の $F$ 上の $\mathrm{B}\mathrm{r}\mathrm{u}\mathrm{h}\mathrm{a}\mathrm{t}_{1}$-Tits ビルデインゲとする. $-\mathrm{X}_{*}’(Z)=\mathrm{H}\mathrm{o}\mathrm{m}(GL_{1}, Z)$

を $Z$ の 1-バラメータ部分群とし, $X^{*}(Z).\cdot---$ Hoin(Z, $GL_{1}$ ) を $Z$ の指標群とする.
$.\lambda^{*}.(Z)$ の自然な $\mathbb{Z}$ -bの基底 $\{n_{i}\}_{1<i\leq n}.-$ をとれる. $Z$ に付随して, ,$\prime jA(G^{0}, F)$ のアバー

ト.$\mu^{-}\swarrow$
.

$–.\mathrm{c}\sqrt(Z, F)=\lambda_{*}^{\mathrm{r}}A(Z)\otimes_{\mathrm{Z}}\mathrm{R}$ を得る. $<,$ $>$ を $-\mathrm{X}_{*}’(Z)\mathrm{x}X^{*}(Z)$ 上の自然なベア
$\mathrm{t})\sqrt[\backslash ]{}$ ? とすると. 対応 $p\mapsto(p_{i})_{1\leq j\leq n}$. を $p_{i}=<p,$ $a_{-}>(1\leq i\leq n)$ で定義すると,
それは同型 $u\dot{\iota.}l\simeq \mathrm{R}^{f\iota}$ を与える. そこで, $d.\cdot=\mathrm{R}^{n}$ と同一視する.

$\Phi=\Phi(\mathrm{t}_{\mathrm{z}}^{\neg 0}, Z)$ を $(G^{0}, Z)$ のルート系とする. すると佳の 3 に関する Cartan分解

佳 $=86\grave{\mathit{9}}\oplus a\in\Phi \mathfrak{g}_{u}$

を得る. $(\lambda_{u}’)_{a\in\Phi}$. を g。 $=F\lambda_{u}’((\iota\in\Phi)$ を満.たすある Cbevalley 基底とする. $\iota\iota\in$

$\Phi,$ $r\in \mathrm{R}$ に対して, $\mathfrak{g}$ と 3 の ff-部分加群をおのおの次のように定義する:
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$\mathfrak{g}_{a,r}\ovalbox{\tt\small REJECT}$
$\{\xi X\text{。}arrow \mathfrak{g}_{1}.|\omega(\xi)\ovalbox{\tt\small REJECT} r\}$ ,

3, $\ovalbox{\tt\small REJECT}\{\mathrm{I})\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{a}\mathrm{g}(t_{-\mathrm{v}\mathrm{z}}., @ \ovalbox{\tt\small REJECT}, t_{7}.)arrow 31\omega(t_{i})\ovalbox{\tt\small REJECT} r(iarrow I)\}$

ここで, $I–\{\pm 1, \cdots, \pm n,\}$ とする. $p\in’\iota J--\cdot \mathrm{R}^{n}$ と実数 $r$ #こ対して, $\mathfrak{g}$ の \mbox{\boldmath $\theta$}-部分加
群 $g_{p,r}$ を

$\mathfrak{g}p,f=\mathrm{J}r\oplus$

“

$\oplus \mathfrak{g}u,r--<p,a>\overline{\epsilon}\Phi$

で定義する. すると $\{\mathfrak{g}_{p},’.\}_{r\overline{\mathrm{e}_{-}}\mathrm{R}}$ は [11] における点 $p\in s\swarrow$
. に付随する $\mathrm{M}\mathrm{o}\mathrm{y}-\dot{\mathrm{P}}\mathrm{r}\mathrm{a}\mathrm{s}.\mathrm{a}\mathrm{r}\mathrm{l}$ フィ

ルトレーションとなろことを容易に示せる.

4.2 標準的 lattice sequence
以下 $[10, 7]$ を参照のこと. $V$ における自己双対 lattice chain $N$ はある自然数 $r$

に対して, 自己双対 slice

$N_{r-1}^{\#}arrow\cdot\cdot\supseteq\supset\cdot N_{0}^{\#}\supset N_{0}\supseteq\cdotsarrow\supset N_{r-1}\supset\varpi N_{r-1}^{\#}$ (4.1)

を含むことがよく知られている. この slice は $N_{0}\supsetarrow\cdots\supset Narrow..-1$ によって決まる. こ

の slice は次の $4\vee y$
. の条件のうちいずれか 1 $’\overline{y}$を満たす :

TyPe $\mathrm{I}$ : $N_{\mathrm{r}\cdot-1}=\varpi N_{r-1}^{\#}$ かっ $N_{0}^{\#}--N_{0}$ ,

TyPe $\mathrm{I}\mathrm{I}$ : $N_{r-1}=^{-}\varpi N_{r-1}^{\#}\hslash^{\mathrm{z}’}JN_{(1}^{\#}\neq N_{1\mathrm{l}}$,

Type III: $N_{r-1}\neq\varpi N_{r-1}^{\#}\gamma)^{1^{\vee^{-}}\prime}$
.

$N_{0}^{\#}--N_{0}$ ,

Type $\mathrm{I}\mathrm{V}:N_{r-1}\neq\varpi N_{r-1}^{\#}\theta 1^{\vee}\overline{)}N_{0}^{\#}\neq N_{0}$ .

1 章の $\mathcal{E}=\{e_{i}\}$ と $a+b–$. $N$ に対して, $V$ の lattice $\mathit{0},\theta^{1}.\oplus b_{e}\Psi$ を

$a\theta.\oplus.b^{\iota},P$

で定義する. 以下の $N_{j}.(0\leq i\leq r-1)$ で決まる自己双対 slice をもつ $N$ を考える.
$\mathrm{T}\mathrm{y}\mathrm{l})\mathrm{e}\mathrm{I}$, III: 自然数 $m_{1},$ $\cdots,$ $m$, に対して,

$N_{0}=DCJ^{\backslash }$,
$N_{i}=(D-n\iota_{1}.-\cdots-n\mathrm{h}.)ff\oplus(m_{1}-\vdash\cdots+m_{i})_{\mathrm{c}}^{\iota}P(1\leq i\leq r-1)$

ここで, タイブ I に対 $\text{し}$ で, $n=rn_{1}+\cdots+n\mathrm{r}_{r-1}$ , そしてタイブ I垣に対 $\text{し}$ て,
$n=_{-}^{-}n\iota_{1}+\cdots+7l1_{\mathit{7}},\text{と}$ す $” D$ .

Type $\mathrm{I}\mathrm{I},$
$\mathrm{I}\mathrm{V}$: 自然数 $m_{1},$ $\cdots,$ $\gamma\gamma l_{\gamma}$ に対して,

$N_{0}=(D-rn_{0})ff\oplus 7l|,0\mathscr{P}$ ,
$N_{i}=(D-nl0-\cdots-n\iota_{\dot{\mathrm{c}}})\theta\oplus(n?,0+\cdots+m_{i})_{\mathrm{c}}\Psi(1\leq i\leq r-1)$
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こ。て, ターイブ II $\iota^{-}$.対して, $7l_{l}--- m_{\mathrm{U}}+\cdots+7ll_{r-1)}$. そしてタイブ IV に対して.
$n$ $=l\mathfrak{l}\mathit{1},0+\cdots-\vdash rn_{r}$ とする. また, $G^{0}=S([]_{2r\iota.+1}$ の場合は $m_{r}.=0$ を許す.
このような $1\mathrm{a}\mathrm{t}\mathrm{t}\mathrm{i}\mathrm{e}^{\backslash }.\mathrm{e}$, chain $N$ を標準的とよぶ.

命題 4.1. ([9, 命題 l.lOJ) $V\}$こおけるある自己双対 lat.ticxi chain N– $\{N_{i}\}_{i\mathrm{t}^{=}F_{d}}$.[こ

対して, gN={gN.i}i6。が標準的となる.q\in Gが存在する.

次の命題は容易に示せる.

命題 4.2. A を $N_{\Lambda}$ が標準的となる $V$ における自己双対 lattioe $s\epsilon’.qu\mathrm{e}.r\mathrm{I},\Gamma F$. とせよ. 圭

たそれは (4.1) の自己双対 slice をもつとせよ, すると, 下の等号を満たず非負整数
列 $0=n_{\Gamma \mathrm{J}}<n_{1}<\cdots<r\iota_{r-- 1}<r\iota_{r}$ が唯一存在する $i$

$\Lambda(0)=\cdots=\Lambda(n_{1},--1)--N_{0}$

$\Lambda(n_{f}.)--\Lambda(r\iota_{i}.+1)=\cdots=\Lambda(n;+1-1)=N_{i}(1\leq i\leq r-1)$

そして $\Lambda(-i)\#--\Lambda(i)$ または $\Lambda(-i)\#=\Lambda(i, -1)$ のいず才 $\iota$かが成り立つ.

4.3 フィルトレーションの比較

以下は $|1,$ $\cdot.J$ ] を#p.照のこと.
$p=( \int J_{i})_{1\leq \mathrm{i}<,\iota}-\in u^{(}l-$. $\mathrm{R}^{fl}$ から $V$ 上のある $F^{\urcorner}-$ ノルム

$\iota \mathrm{v}_{p}$ を

$\alpha_{I},(\sum_{i\mathrm{r}:\overline{I}}.x_{i}e_{i})=\inf(\omega(x_{(\mathrm{I}}), \inf_{i\mathcal{F}_{-}I}(\omega(x_{i})-<p, r_{\mathrm{h}}$

. $>))$

で定義する. ここで, $x_{i}\in F(i\in I)$ そ $\text{し}$ で $a_{-i}---a_{j}(i\in I)$ とする. またこの F-
ノルム

$\alpha_{p}$ から, $\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(V)$ 上の $F-$ ノルム End $\alpha_{p}$ を

$\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}\alpha_{\mathrm{p}}(\mathrm{s}\iota)=.\inf_{vx\in_{-}}.(\alpha_{\rho}(u(x))-\alpha_{\mathrm{p}}(.’\iota.))(ll\in \mathrm{E}\mathrm{n}\iota 1_{F}(V))$

で定義する. ざらに, ある関数 $\ell_{\mathrm{p}}’$ : $\mathrm{R}arrow$ { $V$ の $e^{\neg}$-lattic.e} を

$\ell_{p}(c.)=\{x\in V|\alpha_{p}(x)\geq c\}(c\in \mathrm{R})$

で定義する.

命題 4.3. A を e.-e(\Lambda ) となる $V$ [こおけるある標準的自己双対 lattioe sequenoe と

せよ, $d$ を, $\Lambda(-i)\#=\Lambda(i+d)$ を満たす 0 または -I の整数とする. すると

$\Lambda(k)--l_{p}.(\frac{k}{e_{\lrcorner}}-\frac{1}{2}-.\frac{d,}{2r_{J}})(k\in \mathbb{Z})$

を満たすアバート,$\sqrt$ C $\ovalbox{\tt\small REJECT}’\iota(G^{0}, F)$ の点 $p$ が A の下にある $l_{1}att,i,c(^{1},\cdot ch,ainL_{\Lambda}$ のタイ

ブごとに以下のように具体的に与えられる. $\delta=d+1$ とし, 自然数 $r$ , 非負整数列
$0=r|,0<n_{1}<\cdots<7_{r-1}<n,$, を命題 42の通 $|$) とする.
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$\ovalbox{\tt\small REJECT} peII.\cdot$

$T\prime yp\mathrm{e}:III.\cdot$

$T_{l/}pe$. $IV.\cdot$

この命題は [3], 命題 3. IO と命題 42 とより直接の計算によって証明される.
この A を $\Lambda.--\Lambda_{p}$ とかく.

定理 4.4. $\mathrm{A}---\Lambda_{p}$ の周期 $e$. $=e(\Lambda_{p})$ とする. すると, 任意の整数 $k$ に対して,

$\mathfrak{g}_{\Lambda_{\mathrm{p}},k}--\mathfrak{g}_{p,\frac{k}{\mathrm{e}}}$

が成り立つ.

証明, Ap を命題 43 のおけるある点 $p\in\epsilon d$ に対応する lattice seuence, そして
$x\in \mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(V)$ とせよ. すると, $k\in \mathbb{Z}$ に対して,

$x\in a_{k}(\Lambda_{p})\Leftrightarrow \mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}$ $\alpha_{p}(x)\geq\frac{k}{e}$

.

を示すことができる. 他方, x—\mbox{\boldmath $\xi$}Xa\in g。 $(a\in\Phi, \xi\in F),$ $r\in \mathrm{R}$ に対して,
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$?j\in \mathfrak{g}_{p,r}\Leftrightarrow \mathrm{E}_{11}\mathrm{d}\alpha_{p}(x)\geq r$

を示すことができろ. したがって,

$a_{h}(\Lambda_{p})\cap \mathfrak{g}_{a}--\mathfrak{g}_{p_{\mathrm{t}}\frac{k}{\epsilon}}$ \cap g。

を得る. また $S$ の定義から

$a_{k}(\Lambda_{p})\cap s=s_{\frac{k}{e}}.\cdot$

したが $\vee 2$ で, 4.1 の佳の Cartall 分解によ $\vee\overline{)}$て定理 4.4の証明が完了する.

定理 4.4 から, lattice sequence による $\mathfrak{g}$ 上のフイルトレーションは $\mathrm{M}\mathrm{o}\mathrm{y}-\mathrm{P}\mathrm{r}\mathrm{a}_{\mathrm{u}}\mathrm{s}\mathrm{a}$ (」

フイルトレーションになることがわかる.

4.4 真の C-chain
$\Lambda.-(\mathcal{L}, \mathcal{M})$ を $V$ におけるある $C$-chain とせよ. A が真の $C$-cbain とは, $\mathcal{L}\neq \mathcal{M}$

か’-) $\mathcal{L}\cap \mathcal{M}\neq\emptyset$ であ $’\supset$ たことを思い起こそう. もし A が真の $G$-chain でないなら

ば, $\mathrm{A}--(\mathcal{L}, \mathcal{L})$ または A は $\mathrm{f}\dagger \mathrm{t}\mathrm{r}\mathrm{i}\mathrm{r}\cdot \mathrm{t}_{1}$ である.

今後, A は真の G-c,haill とし, $(\Lambda, P_{\Lambda},’‘’\psi)_{\{},),$ $n>0$ をある $\mathrm{f}\iota 1\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{a}\mathrm{m}\mathrm{t}^{1},\mathrm{n}\mathrm{t}\mathrm{a}1(^{\gamma},- \mathrm{s}\mathrm{t}_{\mathrm{I}}\mathrm{t}\cdot \mathrm{a}\mathrm{t}\iota\iota \mathrm{m}$

と仮定せよ. さらに A は標準的と仮定してもよい. #-\supset *[われは少し根気のいる計算

によって次の命題を証明できる.

命題 45. 次の性質を満たす $(V, f)$ の直交分解 $(V, f)–(V_{1_{1}}f_{1})\oplus(V_{\lrcorner}., f_{\lrcorner}|)$ を得る :

(1) $V_{1}$ は $\mathcal{E}$ のある部分集合 $\mathcal{E}_{1}$ によって $F$ 七生成される.

$(^{\underline{\iota\prime)}})\mathcal{L}--\{L_{\mathrm{t}}\}_{i\in \mathbb{Z}}$ とかくと, $\mathcal{L}^{1}=\{L_{i}\cap V_{1}\}_{j\in \mathbb{Z}}.$. は $e.\cdot(\mathcal{L}^{1})=e(\mathcal{L})$ となろ $V_{1}$ の自己双
対 $l,at.t_{\iota}.ic\zeta j$ chain となる.

$(_{1}’\mathit{9})$ b— $(b_{1}, b_{2})\in A_{1}\oplus$. $A_{\lrcorner}.$ , ここて, $A_{i}=\mathrm{E}\mathrm{n}\mathrm{d}_{F}(V_{j}..)(\prime i$. $=1,2)$ .

(4) $b_{2}$ は $A_{2}$ において巾零であり, $b_{1}$ は非退化, すなわち, それはコセット

$b^{1}+\mathfrak{P}(\mathcal{L}^{1})^{1-n/2}\in \mathfrak{P}(\mathcal{L}^{1}\mathrm{Y}^{n/2}/\mathfrak{P}(\mathcal{L}^{1})^{1-\iota/2}"$

を導き, このコセットは巾零元を含まない. ここで, $\mathfrak{P}(\mathcal{L}^{1})$ は $\mathcal{L}^{1}$ に付随する
$A_{1}$ における Ja\mbox{\boldmath $\omega$}bson根基である.

命題 45 の $(V_{1}, f_{1}.)$ から 2 章におけるように isometry 群 $G^{1}--\mathrm{I}\mathrm{s}(V_{1}, fi)^{0}$ を得、
そして $\mathcal{E}$ の部分集合 $\mathcal{E}_{1}$ に付随して $G^{1}$ の極大 F- トーラス $Z^{1}$ を得る. また $G^{1}$ の

Brubat-Tits b“,ルデイング $\ovalbox{\tt\small REJECT}(G^{1}, F)$ と $Z^{1}$ に対応するアバート $d^{1}.--.d$. $(Z^{1}, F)$ を

得る. $\mathcal{E}^{1}\subset \mathcal{E}$ が自然に埋め込み

$d^{1}--\mathrm{R}^{n_{1}}\subset p\sqrt=\mathrm{R}^{\mathfrak{n}}$
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を導く, ここで、$7l_{1}$. は $Z^{1}$ の階数であろ. $G^{1}$ の Lie 環を佳 1 と表わす.
また $\Lambda-(\mathcal{L}, \mathcal{M})$ を, $N_{\Lambda}$ の自己双対 slice (4.1) に属する $N_{1\mathrm{J}}$ に関して, 次の.4 つ

のタイブに分けられる:

Type $\mathrm{A}$: $N_{\mathrm{I}\mathrm{J}}\in \mathcal{L}\cap \mathcal{M}$ かつ $N_{0}^{\#}-- N_{\zeta \mathrm{I}}$ ,

Type $\mathrm{B}$ : $N_{\mathrm{r}1}\in \mathcal{L}\cap \mathcal{M}$ かつ $N_{(\mathfrak{l}}^{\#}\neq N_{\mathrm{I}1}$ ,

Type $\mathrm{C}$ : $N_{0}\in \mathcal{L}\backslash \mathcal{M}$ ,

Type $\mathrm{D}$ : $N_{0}\in \mathcal{M}\backslash \mathcal{L}$ .

この夕.イブは 42 のタイブと次のように関連する: タイプ A はタイブ I またはタイ
ブ III のいづれかとなり, 他のタイブ B、 $\mathrm{C},$ $\mathrm{D}$ はおのおのタイブ垣またはタイブ IV
のいづれかとなる. 定理 4.4 と命題 45 を用いて次を示せる.

命題 46. 整数 $j$. に対して,

佳 $1\cap \mathrm{a}_{2\tau.-1}.(\Lambda)=\mathfrak{g}^{1}\cap a_{2j}.(\Lambda)j- \mathfrak{g}^{1}\cap \mathfrak{P}(\mathcal{L}^{1})^{i}.---- \text{佳_{}p^{1},\frac{}{\epsilon}}^{1}\dot{.}.$

.

を満たす,$\cdot d$ 1 $-\mathrm{R}^{r\iota_{1}}$ の点 $p^{1}$ が次のように与えられろ, ここで, $e=e.(\mathcal{L})$ とする.

(1) $(l,A),$ $(II,C’,):\mathcal{L}^{1}$ は $7\acute{\uparrow}/p\epsilon:l$であり, ある自然数 $r\geq 2$ に対して. $e$. $–\underline{\cdot)}r-\underline{\cdot)}$ で

ある. ある分割 $\gamma_{\rceil}.--m_{1},+\cdots+m_{r-1}.,$ $rt\iota_{1},$ $\cdots,$ $rn,.- 1\geq 1$ に対して,

$p^{1}.-( \frac{1}{2p}..’\cdots’.\frac{1}{\vee^{C}\underline{)}}’\cdots$

$r\iota l,.-1$

$(^{\mathrm{e}’\prime}.)(II,B).’(II,D):\mathcal{L}^{1}$ は $Ty\mu$. Ilであり, ある自然数 $r\geq 2$ に対して, $c,$ $=..$)$r-1$
である. ある分割 $n_{1}=’\mathrm{K}_{0}+\cdots+n\iota_{r-1}.,$ $m_{0},$ $\cdots,$

$\mathrm{t}_{f- 1}.\geq 1$ に対して,

$p^{1}-\cdot$

(3) $(III,A)$ , (IV.D): $\mathcal{L}^{1}$ は Type mであり, ある自然数 $r\geq 1$ に対して, $\epsilon^{\mathrm{J}}$. $=\underline{.?}r-1$

である. ある分割 $n_{1}---m_{1}+\cdots-+m_{r},$ $m_{1},$ $\cdots,$ $rn_{r}\geq 1$ に対して, $p^{1}$ は

沖$\ovalbox{\tt\small REJECT}$ . $\cdot$ . .
$,n_{r}$

(4) $(IV,B),$ $(IV,C):\mathcal{L}^{1}$ は $T_{1}ypc$ lVであり, ある自然数 $r\geq 1$ に対して. $e.\cdot=2r$ で

ある. ある分割 $n_{1}=m_{0}+\cdots+m_{r},$ $m_{0},$ $\cdots,m_{f}\geq 1$ に対して,

$p^{1}---(_{\frac{0,\cdots,0}{rn_{r}}},$

$\cdots$
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結局次を示せる。

定理 47. $\mathrm{A}=(\mathcal{L}, \mathcal{M})$ をあろ真の標準的 $(^{\gamma}$,-chain とせよ. すると $9\Lambda,h$. $=\text{佳_{}1},,h/\epsilon’(\Lambda)(k\in$

$\mathbb{Z})$ を満たす点 $p\in \mathrm{e}q\mathrm{y}’---\mathbb{R}^{fl}$
. を次のように取ることができる: $p^{1}=(p_{1}^{1}, \cdots, l)^{1},,.1)$ は

命題 4. $b^{\tau}$ における点である. ’を $p$ の座標から $p^{1}$ の座標を取り除いた座標からな
る点とし, $p^{2}--$ ( $p_{1}^{\mathrm{J}},$

$\cdots,\mathrm{T}$ ya。) と表す, するとそれは次のように与えられる, ただし,

自然数 $r,$ $e$ は命題不 6のようとする.

(1) $(I,A),$ $(II,C’,)$ : ある非負整数列 $0\leq j..<\cdots<j_{S}\leq(e-1)/\cdot$」) とある分割
$n_{2}--$. $m_{r}+\cdots+n?_{\mathit{8}},,$ $m_{r},$ $\cdots,$

$n\iota_{S}.\geq 1$ に対して,

$p^{l}\lrcorner-\cdot-$ ,
$\cdot$

$\frac{\frac{e-\lrcorner)\prime j_{r}}{\underline{\prime}e}\frac{e-\underline{\cdot)}j^{r}}{\underline{)}_{\rho_{J}}}}{n_{r}},$

$\cdot|.$

. $,\cdot.$ .’).

ここで, (II,(力の場合 $0=j_{r}$ .

$(^{\underline{\prime j}}‘)(II,B),$ $(II,D)$ : ある自然数列 $0<j_{r}^{l}<\cdots<$ 九 $\leq(e-1)/2$ とある分割
$n_{\lrcorner}--\cdot m_{\mathrm{r}}$ ト... $\dashv- m_{s},$ $m_{t},$ $\cdots,$ $m_{\mathit{8}}\geq 1$ に対して,

$l^{J^{2}-}--$

(1) $(III,A),$ $(IV,D)$ : ある非負整数列 $0\leq j_{\mathrm{r}+1}’<\cdots<j_{s}’\leq(\mathit{1}.--1)/\underline{‘)}$ とあろ分割
$n_{2}=rn_{\gamma+1},+\cdots+7l\mathit{1}_{\delta},,$ $m_{r+1},$ $\cdots,m_{s}\geq \mathrm{I}$ に対して,

$p^{2}.--$

ここで, $(III,A)$ の場合, $0<j_{\tau+1}$ , そして $(IV,D)$ の場合, $0-j_{r\cdot\vdash 1}$ ,

(4) $(IV.B),$ $(IV,C’)$ : ある自然数列 $0<j_{r+1}<\cdots<j_{s}’\leq(\epsilon^{1}$. $-\cdot 1)/2$ とある分割
$n_{2}--rn.,.+1+\cdots+m_{s}|,$ $m_{r+1},$ $\cdots,m_{p}\geq 1$ に対して, $p^{2}$ は
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45 主定理

$\Lambda--(\mathcal{L}_{\backslash }\mathcal{M})$ を $V$ におけるある真の標準的 $G$-chain とし, そして $(\Lambda, F_{\Lambda}, \psi)b)$ を
$r\iota,$ $>0$ となるある fundamental $C$-stratum とする. ざらに

gc.cl(n, $e.(\Lambda)$ ) $\cdot--- 2$ (4.2)

と仮定せよ. $G$ の既約スムース表現 $\pi$ がある正の整数 $rl$. に対して, $\mathrm{f}n\mathrm{n}\mathrm{d}\mathrm{a}\mathrm{I}\mathrm{n}\mathrm{e}\mathrm{n}\mathrm{t},\mathrm{a}\mathrm{l}$

G-stratum $(\Lambda, P_{\Lambda}, \psi_{b})$ を含むならば, [7] によって, (4.2) を満たすものに取り替える
ことができることを注意しておく.

補題 48. 上のような $(\Lambda, P_{\Lambda}, \psi_{\mathrm{J}_{b}})$ に対して,

$\mathfrak{g}_{\Lambda.-\dagger\}}\supset \mathfrak{g}_{\Lambda’,-1’},\supset \mathfrak{g}_{\Lambda’,1-n’}=\mathfrak{g}_{\Lambda,1-n}$ ,

$9\Lambda,--,l/\mathfrak{g}_{\Lambda,1-n}\supset \mathfrak{g}_{\Lambda’.-\cdot n’}/\mathfrak{g}_{\Lambda’,1\cdot- 1\iota’}\simeq \mathfrak{g}_{\Lambda^{1},-- n}^{1}./\mathfrak{g}_{\Lambda^{1},1-f\prime}^{1}$

’

$n/e.(\Lambda)=n’./e(\Lambda’)$

を満たす $V$ [こおけろ lattice secluence $\Lambda’$ と整数 $n’$が存在する, ここで, 命題 4.5の
$\mathcal{L}^{1}$ に対して, $\Lambda^{1}=(\mathcal{L}^{1}, \mathcal{L}^{1})$ である.

証明. 証明の概略を述べる. 命題 4.4 より, 角 \mapsto p: $d^{1}.--- \mathrm{R}^{t1}‘\subset\prime \mathrm{c}Y-\cdot-\mathrm{R}^{\iota}$’ そして
整数 $k$ に対して,

$\mathfrak{g}_{\Lambda.h}--\text{佳_{}p,\frac{\mathrm{A}-}{\underline{\pi}_{\epsilon}}\prime}.\mathfrak{g}_{\Lambda,\prime_{\dot{\mathrm{V}}}}^{1}1--\mathfrak{g}_{t^{1},\frac{k}{\mathrm{e}}}^{1},\cdot$

ここで, $e.\cdot-- e(\mathcal{L})=e(\mathcal{L}^{1})$ である. $-n,$ $=\underline{\cdot)}m$, とおく. 直接の計算から

$\mathfrak{g}_{\mathrm{p},\frac{\underline{\eta}n}{2\epsilon}}/\mathfrak{g}_{\mathrm{p},\frac{\underline{\mathrm{o}}_{m+1}}{\mathfrak{n}_{6}}}.\simeq \mathfrak{g}_{p^{1},\frac{\pi}{\epsilon}}^{1}.‘/\mathfrak{g}_{\mathrm{p}^{1},\frac{n\iota+1}{\mathrm{e}}}^{1}\oplus\iota$

ここで, $\mathrm{r}$ は有限次元 $\overline{F}$-ベクトル空間に同型である. $p^{1}$ を固定しながら, $P$ を $d$ に,
$r\iota_{l}$ を $\gamma\prime’$. に変更して, $\mathrm{r}-.\cdot--(0)$ とでき,

佳,,, $\tau_{\epsilon}\mathit{2}n\underline{k}\supset \mathfrak{g}_{\mu,\frac{n}{\mathit{6}}\mathit{7}}’\supset \mathfrak{g},,’\iota’\pm_{\epsilon}$l=gp,よ b\pm e1,
$\mathfrak{g}_{p,\frac{2n}{2}\overline{\epsilon}}.\cdot/\mathfrak{g}_{p,\frac{m+1}{2\epsilon}}\underline{.}\supset$ 佳

$\mu_{\acute{7}},n$ /佳\mu , $- \frac{n’}{\mathrm{e}}+\Gamma\underline{1}\simeq$ 佳$\mathrm{p}^{1},\frac{\mathrm{n}\prime}{\mathrm{e}}1/\mathfrak{g}_{p^{1n+1}\mathrm{e}}^{1},\cdot$

そ $\llcorner$ て $n’/e’.=n/e(\Lambda)$ となるように自然数 $e’$ をとることができる. 3. らにこの $p’$

に付随する $\Lambda’=\Lambda_{d}$ は $\rho’,=e.\cdot(\Lambda,)$ を満たす $V$ における lattice sequence であるこ
とも示せる.

定理 4.9. A– $(\mathcal{L}, \mathcal{M})$ をある真の $C$ -chain とせよ. もし $G$ のある既約スムース表
現 $\pi$ が $f’nnda\uparrow ncnt.al$ C-strat,um $(\Lambda, P_{\Lambda}, n, \psi_{b}),$ $n,$ $>0$ を含むならば

$\backslash$

, $\pi$ は次 o)性質
をもつ fundamcntal $C$ -stratum $(\Lambda’, P_{\Lambda’,’\iota’}, \psi’\nu)$ を含む:

(1) 命題 4.5の $V_{1}$ [こおける自己双対 lattice dain $\mathcal{L}^{1}$ }こ対して, $\Lambda^{1}=(\mathcal{L}^{1},\mathcal{L}^{1})$ と
すると

$\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathfrak{c}_{\Lambda-n’}’,,/1\geq’\vee^{\mathrm{I}},1-n’\simeq \mathfrak{g}_{\Lambda^{1},-n}^{1}/\mathfrak{g}_{\mathrm{A}^{1}.1-}^{1},‘$

’
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$(^{\underline{J}}L^{\acute{\mathfrak{l}}})b’=(ll_{1},0)\in A_{1}.\oplus A_{2},$ $b_{1}+a_{1-n}(\Lambda^{1})$ は $A_{1}$ において巾零元を含まない, ここ
で, $A_{1}.\cdot-\mathrm{E}\mathrm{n}(1_{F}\langle V_{i})(i-1,2)$ ,

$(^{u},J)n/e.(\Lambda)j\gamma 1^{J},/e.(\Lambda’)$ .

定理 49 の表現 $\pi$ は $G$ の簡約部分群 $G^{1}--\mathrm{I}\mathrm{s}(V_{1}, fi)^{0}$ のある funclamental G-
stratum $(\Lambda^{1}, P_{\Lambda^{1},,\iota}, \psi_{l_{1}},)$ を含むことを意味する. ここで, $\Lambda’$ は本質的に自己双対
lattice chain である.
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